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集中豪雨対策部会の設置について

１ 現状等
○各地で集中豪雨による災害が多発
・22 年度は奄美大島で 24 時間に 648mm の雨量を記録、河川から溢れ出た水が
老人ホームに流れ込み２名が死亡

・21 年度には兵庫県佐用町で３日間に 350mm の雨量を記録、14 名が避難途中に
用水路に流されて死亡

・16 年度京都府における台風 23 号による大雨では、宮津市上世屋で 24 時間に
352mmの雨量を記録し、府全体で 15名が死亡

○京都府の取り組み
・全庁的な集中豪雨対策として関係課長等で構成する専門ワーキングを設置し、
昨年から１０回以上の検討会議を実施
1)取組内容の情報共有化のため、関連する事業の体系化を実施
2)学識者からの指導・助言に基づき、集中豪雨対策をハード対策とソフト対策
に分割の上、対策を協議

２ 部会の設置
＜検討事項＞
○総合的な集中豪雨対策のあり方について
・ハード対策として、上流の山林・ため池から下流の河川・下水道の一体的整備
・ソフト対策として、避難体制の確立、要配慮者対策、情報伝達、防災教育等
（ 案 ）
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３ スケジュール
【今年度】
■重点取組事項の実施
・雨水貯留施設整備のモデル事業の実施と検証計画策定
・地域の防災意識調査と分析の上、客観的避難基準の検証と要配慮者情報の共有
化推進

【次年度以降】
■集中豪雨対策指針の策定
・雨水貯留施設整備のモデル事業結果報告
・森林、農地、ため池の保全と河川、下水道施設整備事業の実施
・避難、情報伝達の実効性確認と防災教育の実施


